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共存下の反応は over all で次式によって表わされた。













Pd( I) + C2H4 一一一一→ AcOCH=CH2 十 Pd(O)
Pd(O) 十 2Cu(II) 一一一一→ Pd(I) +2Cu( 1 ) 







AcOH, Pd( I) C2H4 十 N02 (LiN03) → HOCH2CH20Ac+ NO (1) 
この反応はノマラジウム塩が触媒になってエチレンが硝酸リチウムで酸化される反応であるが， その
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機構としては Pd( 1I) -C2H4 錯体に硝酸基が挿入されて XnPd-CH2CH20N02 を生成する反応，




2C2H4 + 2AcOH十O2 • {Ù,JO;- 2HOCH2CH20Ac (2) 
エチレングリコー jレモノアセテー卜を接触的に合成できるようになった。なお，この反応はプロピレ
ンやプデンなどの他のオレフィンにも適用できるし，グリコーノレモノアセテートの工業的製造法にな
ることも明らかにされた。
以上要するに，田村君の研究は酢酸中におけるパラジウム塩-銅塩系触媒の挙動を明らかにすると
共に，オレフィンよりグリコーノレモノアセテー卜を合成する新しい触媒系を見出したもので，触媒化
学や有機合成化学に新しい重要な知見を加えたものとして，理学博士の学位論文として十分に価値が
あると認められる。
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